
生態系の解明
ホタルを支える

和歌山県広川町立津木中学校



津木中学校って

どこにあるの？

和歌山県
広川町





午後８時２０分～４０分

広川全長１７.５㎞

紀伊水道



水生生物調査

ホタル保護看板設置

ホタル幼虫放流

ホタル飛翔数調査



ホタル幼虫放流会





ホタル生息数調査
午後８時２０分から４０分の間



ホタル生息数調査
午後８時２０分から４０分の間





一晩で飛んだ数

２００匹

５００匹

1000匹

ホタルが少ない下流

６月３日

ホタルマップ ２０１８
５月２６日

２０１匹

岩淵９０５匹

寺杣１０３匹

中村４６匹
滝原３８８匹

前田４４匹

６月３日

６月３日

６月３日

ホタルが多い上流

ピーク時



６月３日



昨年より減った原因
原因①

原因②

この1年岩淵や中村で護岸工事
や道路の拡張工事が行われ、
幼虫やエサのカワニナが少なくな
ったから

広川ダム月別降雨量から、
今年5月の降雨量が多かった

から。



月別降雨量 -広川ダム-
降雨量

［月］



ゲンジホタルのメス１匹は、５００～７００個の卵を産みます
木箱の中に水苔を入れ、霧吹きで湿らせておきます。



卵から幼虫にふ化
ふ化数調査





私たちが大人になったときも、
ホタルが乱舞する津木であるよう、
伝統を受け継ぎ
環境保全を呼びかけていきます



ご静聴ありがとうございました

和歌山県広川町立津木中学校

おわり




